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古代アンデスの人々は何を食べていたのか？
― 炭素・窒素同位体比分析でトウモロコシ利用を探る ―

瀧　上　　　舞 
（国立科学博物館）

1．はじめに
アンデス文明といえば、黄金色のトウモロコシ

があふれる豊かな社会というイメージをもつ方も

多いのではないでしょうか？　実際にアンデス文

明ではいろいろな種類のトウモロコシを栽培し、

たくさん食べ、お酒にして飲み、神様に捧げてい

ました（図 1）。まるで日本における米のように、

トウモロコシは大切で親しみのある食物でした。

日本では弥生時代に稲作が到達し、徐々に日本各

地へ広がっていきましたが、アンデス地域でも中

米で栽培化されたトウモロコシが伝わった後、

徐々に広がっていく歴史があります。その伝播の

過程（いつ・どこで・どのくらい使われるように

なったのか）は未だわからないことも多く、様々

な研究者が謎の解明に取り組んでいます。私も

そんな研究者の一人であり、アンデス文明初期

の社会でのトウモロコシ利用の伝播を調査して

います。

2．アンデス文明におけるトウモロコシ
アンデス文明とは、南米のアンデス山脈周辺に

栄えた文明です。一つの連続した社会ではなく、

ナスカやモチェ、インカなど様々な地域で大小の

社会が興亡しました。最盛期にはインカ帝国が広

域を支配し、北はコロンビアから南はチリ・アル

ゼンチンにまたがる地域へ影響を及ぼしました

が、1532 年にスペイン人により征服されました。

そのアンデス文明で食糧として利用されていた

トウモロコシは、中米地域で 9000 年前頃から利

用が始まり、およそ 6500 年前までに半栽培化の

状態で南米に伝わり、独自に栽培化が進んだと考

えられています。遺跡や土壌堆積物から出土する

トウモロコシの殻粒や穂軸、葉、花粉などから、

アンデスの太平洋岸では 6500 年前、高地で遅く

とも 4000 年前、アマゾン地域でも 6000 年前には

栽培が始まっていたと推測されています。

では実際にヒトの食料の中で、トウモロコシは

どのくらいの割合を占めていたのでしょうか？　

遺跡から出土する食物残渣やでんぷん粒、土壌コ

ア中の花粉分析では、そこにその食物が存在して

いたことや相対的な増減は推定できますが、個人

の食物中の割合までは推定できません。そこでヒ

トの骨の中に記録された食べ物の情報が重要に

なってきます。

3．炭素・窒素同位体比分析による食性推定
ヒトが食物を摂取すると、胃や腸を通って小さ

く分解されます。アミノ酸まで分解された後、血

液中を通って体の各組織に運ばれ、新しい組織を

形成します。その時、そのアミノ酸の元となった
図 1．�屋台で売っている茹でトウモロコシ。添えてあ

るのは塩味のきいたチーズ。
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食物が何だったのかという情報を記録したまま、

ヒトの体は形成されていきます。その情報が同位

体比です。

ヒトの食物となる動植物は、光合成回路の違い

や、栄養段階の違いから、異なる炭素同位体比

（δ13C）と窒素同位体比（δ15N）を有しています。

ヒトの体組織には摂取した食物の同位体比を混合

した値が反映されており、より多く食べた食物の

値に近づきます。例えば、トウモロコシを多く食

べた個体は高い炭素同位体比を示し、魚を多く食

べた個体は高い窒素同位体比を示します。この手

法を用いて遺跡から出土する古人骨の同位体比を

分析することで、昔の人がどのくらいトウモロコ

シを摂取していたのかという「食性」を推定する

ことができます。

4．パコパンパ遺跡のトウモロコシ利用
分析対象としたのはペルー北部高地の標高

2,500 m の山地に位置するパコパンパ遺跡です。

アンデス文明初期の社会で栄えた巨大な神殿建築

の遺跡です。パコパンパⅠ期（紀元前 1200 年〜

前 700 年、以下 PC-Ⅰ期と表記）とパコパンパ

Ⅱ期（紀元前 700 年〜前 400 年、以下 PC-Ⅱ期

と表記）の 2 時期に区分され、PC-Ⅰ期の終わり

から PC-Ⅱ期にかけて神殿の巨大化や複雑化、

リーダーの出現、銅製品生産、遠隔地からの奢侈

品輸送、地域間交流の活性化など、大きな社会的

変化が生じています。私たちは同位体比分析によ

る食性推定から、社会の変化に伴ってヒトの食性

にどのような影響があったのかを調査しました

（Takigami et al., 2021）。

パコパンパ遺跡のヒトの同位体比を調べると、

PC-Ⅰ期は低い炭素同位体比を示しましたが、

PC-Ⅱ期からは炭素同位体比が上昇していました

（図 2）。これは PC-Ⅰ期の C3 資源（キャッサバ

などの C3 植物と、野生のシカなどの C3 植物を摂

取した動物）への高い依存から、PC-Ⅱ期に C4

資源利用の導入という食性の変化が生じたことを

示しています。C4 資源利用とは直接的／間接的

な C4 植物の摂取を意味します。直接的な C4 植物

摂取の候補として、アンデス地域で栽培されたト

ウモロコシとアマランサスがあります。パコパン

パ遺跡の土器や歯石中のデンプン粒分析からはト

ウモロコシしか検出されておらず、また現在のパ

コパンパ周辺の年間気温からはアマランサスの栽

培には適さないことが推測されるため、パコパン

パ遺跡で当時栽培されていた C4 植物はトウモロ

コシだと考えられます。間接的な C4 植物利用に

は、C4 植物で飼育された動物の肉が想定されま

す。動物骨の同位体比分析からは、PC-Ⅰ期にテ

ンジクネズミ（食用モルモット、クイとも呼ぶ）

が、PC-Ⅱ期にテンジクネズミとリャマが C4 植

物を食べていたことが示されました（図 3）。ア

ンデスでは、標高の低い地域において野生の C4

植物が数多く存在していますが、標高 2,000 m 以

上の高地ではその種類が激減します。パコパンパ

遺跡の標高では野生の C4 植物はほとんど存在し

ないため、テンジクネズミやリャマはヒトが栽培

した C4 植物、すなわちトウモロコシを摂取して

いたと推測されます。また、PC-Ⅰ期の時点です

でに、テンジクネズミにトウモロコシを与えてい

たことは注目すべき結果です。当時、テンジクネ

ズミは台所で残飯などを餌に飼育されていました

（図 4）。この小型家畜がトウモロコシを摂取して

いたということは、おそらく人も PC-Ⅰ期にト

ウモロコシを食べていたことでしょう。しかし、

図 2．�パコパンパ遺跡出土人骨の炭素・窒素同位体比
（Takigami�et�al.,�2021 を改変）
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他の C3 植物や C3 植物を食べた動物がヒトの食料

の大部分を占めていたため、PC-Ⅰ期の人骨の同

位体比には表れてこなかったと考えられます。そ

れが PC-Ⅱ期になると、トウモロコシで飼育さ

れたリャマの肉や、増産されたトウモロコシを多

く食べたことで、古人骨の同位体比にも C4 資源

利用がしっかり記録されたのだと推察されます。

PC-Ⅱ期にラクダ科動物の飼育が始まった可能性

は、ストロンチウムの同位体比の分析結果からも

示唆されており（Takigami et al., 2020）、ラクダ

科動物飼育の導入がヒトの食物資源利用に大きな

影響を与えていたことが読み取れます。

なお、両時期を通じて窒素同位体比は低く、海

から離れた立地のパコパンパ遺跡では海産資源の

利用は極めて少なかったと考えられます。

5．アンデス形成期の食性比較
さらに、この食性変化はペルー広範囲で同時期

に生じたと考えられます。パコパンパ遺跡の結果

と先行研究で報告された同位体比を図にまとめて

みると（図 5）、PC-Ⅰ期に相当する形成期中期

（〜紀元前 800 年頃）までの食性では、C3 資源と海

産資源を結ぶ長線上に各地の遺跡が分布していま

す。これは海産資源と C3 資源が中心的な食物で、

海産資源の割合は海岸からの距離によって異なっ

ていたことを表していると考えられます。しかし

PC-Ⅱ期に相当する形成期後期（紀元前 800 年頃〜

前 250 年頃）とその後の末期（紀元前 250 年頃〜

前 50 年頃）になると、クントゥル・ワシ遺跡や、

アヤクーチョ盆地のピキマチャイ洞窟などでも、

C4 資源の利用が始まっていることが報告されて

おり、C4 資源利用の増加が広範囲で生じていた

ことが示唆されます。残念ながらこの 2 遺跡では

同一遺跡内での食性の時代差が検証できていない

ため、形成期中期にどのような食性だったのかは

分かっていません。現在のところ、同位体比分析

図 5．�アンデス形成期の広域的な食性比較。形成期早
期〜中期（紀元前 3000 年頃〜前 800 年頃）と形
成期後期〜末期（紀元前 800年頃〜 50年頃）で食
性の傾向が異なる。（Takigami�et�al.,�2021 を改変）

図 4．屋内で飼育されているテンジクネズミ

図 3．�パコパンパ遺跡出土動物骨の炭素・窒素同位体比
（Takigami�et�al.,�2021 を改変）
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で検出された形成期の食性の時代変遷はパコパン

パ遺跡が唯一の事例となっていますが、さらに検

証するため、現在も調査を続けています。トウモ

ロコシはいつ、どうしてアンデス地域の主要な食

料になったのか、同位体比分析というライトで古

代アンデスの人々の生活を照らしだしていきま

す。
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